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マット運動の採点と技能水準との関係について
藤 m Iり1 9J (F染教咬俎期大学）
く目 的＞
切等教育＼’l攻学生を対象として、マット迎動におけろ採点忙i向と暉紅とのOO係について検肘しt.:。
（研究方法〉
1. 被験者
2. 測定日
•本学ガf学生 (N= 25)
昭和 5 5年」 2 月 4 n,E烈授築時
3. 採点評坦 伸胚前転、倒立前転、後転倒立及びIfIガ倒立[!!)転の 4 種 fi1
4. 方法 被験者全UI叶和部l紙を配付した後、全，tiが刹技行となり、 l：記課駈を 1 人づつ随技し、
れらに各被鯰＇わが採点を行った。
点故は、 l O 0 点凶点とし、 O~ l O 0 点までの範囲内で1.11IIに採点させた。尚、その際他人の採点
を絶対1こ兄ないよう指示した。
く結 果〉
、1 つの冗題に対して採点された点牧を合9t し、 4 で除したものを各被験行のi9点とした。
m者の採点値を criteria とし、各被験打に与えられた符点を被験打致で除したもの。 つまり肢験芥
群の採点の平均値との相OOを求めたのが図 1 である。
r=.967 
ｷ ｷ P<0.001 
図 l. c riteria と被験者群の採点との関係
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その結！！！、非常ICi.iiい値を1りに。 (r=.967) 
そこで、 criteriaのi9点にふづさ 、 被検
者群から L位、 •F位 2 5 劣づつを抽出し、そ
れぞれを上位群 (H-G) 、 下位8-1'-(L-G)
とした。
表 1. c r i l e r i a IC.よる群間の能力の比較
G N X S.D t 
U) H-G 6 8 3.6 3.5 
4. 7 4 8 
(2) L-G 7 6 2.1 1 0.0 
p (0.001 
汲 l．は、与えられた得点の群間の比較であろ。群間には 0. 1 劣水準で有意な差がみられた。つまり、と
の2 つの群は、明らかにマソト運動の能力において異なる集団である。
全体群の平均値（探渾は差）は、 7 2. 7 (9 6) であった。
イ）採点の甘辛について
衣 2. 群問の採点偵の比較
?
N 
? ?
S.D 
U) H-G 
(2) L-G 
??
6 8.4 
7 3 8 
??
.. 
?
-2.0 2 3 
及 2は、群問の品血の石さの比較である。全体群の平均値（標準関差）は、それぞれ7 2.3 (8.4)で
c r I ter l a との産の検定は t= 1.6 3 7 で有．意fよ差はなかった。
表2 から、群間には、統計的には有意な差はみられなかったが、上位群の方が採点が低い、つまり斥点
が辛い傾向がみられた。また、 criteria との相関は rs• ー ． 369 であった。
ロ）採点の一致度について
各被験者の採点と criteriaとの相関は、前出のとおり、 r=.967 と極めて高い。 つまり採点の
店さに係りなく、同牒な採点傾向（順位づけが一致している）を示した。
各群の相関係数の Rangelよ、上位群 ． 87 7~. 9 7 4 、下位群． 902~. 957 であり、能力による採点
傾向の差はみられなかった。
ハ）自己採点について
表 3. g己採点、他者採点及びcriteria との比較
G N (1)自己採点 ②他者採点 (3) criteria U) VS四 (1) VS (:i) 
(1) H-G 6 8 0.6 (1 0.7) 82.5 (4.4) 8 3.6 (3.7) -0367 -0.593 
(2J L-G 7 61.3(J 5.0) 6 4.1 (7.5) 6 2.1 (lOD) -0.409 -0」 08
G) COM--G 25 70.2 ( l 2J) 72.3 ( 8.4) 7 2.7 (9.6) -0.698 -0.793 
及3 は、自己采点と他者採点及び c rit eria との関係を検討したものであろが、 能力上位群、下位
群を問わず、本被験者群は、ほほ妥当な自己採点を示した。
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